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研究成果の概要（和文）：本研究は、震災後の避難時やイベント時に人々が集える比較的大きな

空間を覆える安全で居住性の高い仮設のシェルターを提案し、その実用化について検証したも

のである。仮設のシェルターは、超軽量で人力により簡単に建設が可能なもので、①シェルタ

ーの提案とテストビルディング、②実用化に向けた接合部などの開発、③施工方法の提案と検

証、④構造安全性（耐風性、耐震性）の検証、などの項目について行った。研究成果として、

複数の実用性を有する仮設シェルターの開発を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：This study is an examination for the practical use of temporary 
shelters. This shelter is used to enable to cover a lot of space when people gather in the 
event, or the community center as an emergency evacuation area. The shelter is 
constructed easily by human power, so it has ultra-lightweight structure. The practical 
effectiveness of shelters was verified by examining test building, development of the details, 
the construction methods of using only manpower, and the safety of structures. 
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１．研究開始当初の背景 

 
1995 年の阪神・淡路大震災、あるいは 2004

年の中越地震の被災経験を通じて、さらには
今後発生するであろう大地震を予見する中
で、今日｢耐災工学｣に対する関心が極めて高

まりつつある。地震後の避難施設は、被災直
後には緊急用テントや体育館などの公共建
物が利用され、その後徐々に仮設住宅へと移
行していく。いずれも個人的な居住性に対す
る問題点があげられ、その向上が検討されて
いる。 



一方、避難生活や地域の復興を考える上で
重要なことは、コミュニティのあり方であり、
地域共同体としての活力を生みだす仮設的
施設の供給が必要と考えられる。たとえば、
ミーティング、食事、子供の遊び、医療や休
憩、といった比較的大きく、多目的な公共空
間の簡易な提供が求められている。しかし、
現状では、こうした仮設施設のあるべき姿や
構造システムに関して、建築学的な視点に立
った｢耐災工学｣的な研究例は、ほとんど報告
されていない。 

 
 
 
２．研究の目的 
 
 避難時又はイベント時に、簡単に人力によ
り建設が可能な新しい仮設シェルターのシ
ステムを提案し、実用化に向けて構造技術、
外皮性能、室内環境、多様な用途に対する適
用性、等について検討を進めることを目的と
する。 
 本申請における「新しい仮設シェルター」
は、上述の避難時の仮設シェルターとしての
位置づけだけでなく、提案する仮設シェルタ
ーを、学区や町単位の祭りや催し物での美し
いアート空間としての活用を想定する。日常
時の催事（イベント）や祭りにおいて、こう
したシェルターの建方を共同し行うことは、
震災などの非常時に役立つ技術を継承する
だけでなく、コミュニティの精神を育成する
ためにも重要である。 
超軽量な仮設シェルターの実用化は、住民

や学生の参加により短時間で容易に収納・建
設を可能とするため、広範な適用性を有し、
昨今の社会的ニーズも非常に高いと考える。
このため本申請の実施は、社会貢献としても
望ましいプロジェクトと考える。 
 
 
 
３．研究の方法 
 

超軽量で組み立てや展開が人力で可能な
新しい仮設シェルターの実用化をめざし、以
下の項目を中心に研究開発を進めた。 
・仮設シェルターの提案とプロトタイプ製作 
・実用化に向けたディテールの開発と仕上げ
材の開発 
・人力による施工方法の提案と検証 
・構造安全性の検証と内部環境の評価 
 
各研究年度の具体的な研究テーマを以下に
示す。 
 
―――＜2007 年度＞――――――――― 
（１）本研究テーマに関する技術的、社会

的な事例調査と現状分析 
（２）安全性と居住性に優れた避難用シェ

ルターに関する要求機能の分析、整理 
（３）具体的な問題点の抽出と研究方法の

検討 
（４）軽量な仮設シェルターの提案 
（５）提案した仮設シェルターの構造特性

の把握・検証 
（６）シェルターの力学的な安全性の検証 
（７）人力による施工方法の検討 
（８）ディテールの検討と開発 
（９）プロトタイプの試作 
（10）施工方法の検証と問題点の把握 
  
2007 年度は、はじめに（１）として、既往

の研究成果と事例調査を通じて各専門分野
から多角的に分析を行う。また（２）として、
想定する供用期間の設定の上、構造・材料・
環境・意匠・施工・維持管理等の観点から分
析、整理を行い、（１）、（２）の分析結果を
踏まえて（３）において問題点の抽出と今後
の大きな方針を決定する。 
続いて、（４）として様々な視点から実用

化が可能なレベルの仮設シェルターの提案
を行う。提案したシェルターの構造システム
に関して、基本的な構造性能の把握を試み、
解析的に検証を行う（５，６）。また力学的
な要求性能を満足し、かつ人力による施工方
法に配慮したディテールの検討・開発を行う
（８）。 
最後に（１）～（８）を踏まえてプロトタ

イプの試設計と実際の試作を行う（９）。試
作モデルのテストビルディングを通じて施
工方法、ディテールなどの問題点を把握する
（10）。 
 
―――＜2008 年度＞――――――――― 
（11）プロトタイプの問題点の整理 
（12）改善プロトタイプの試作 
（13）施工方法の検証 
（14）仕上げ材の要求性能の把握とディテ

ールの検討 
（15）仕上げ材のプロトタイプへの適用お

よび検証 
（16）改善モデルにおける構造・環境実験、

数値解析による検証 
（17）繰り返し利用における問題点の把握 
 
2008 年度は（11）として、試作を通じての

問題点の整理・分析を行い、それを踏まえて
再度改善されたプロトタイプの試作を試み 
(12)、施工方法の検証を行う（13）。 

続いて、様々な利用形態を想定して、仕上
げ材の要求性能を把握し、施工方法を勘案し
ながらシェルターへの容易でかつ確実な取
り付けが可能なディテールの検討を行う
（14）。さらに仕上げ材をプロトタイプへ適



用し検証を行う（15）。 
最後に、試作モデルを用いた構造性能の把

握実験、および内部環境の把握実験を行い、
数値解析結果等との検証を行う（16）。また、
試作モデルを用いて繰り返し利用を想定し
た問題点の把握を試みる（17）。 
 
―――＜2009 年度＞――――――――― 
（18）プロタイプのテストビルディング、

施工マニュアルの作成 
（19）イベント空間への適用性の拡大（利

用率の向上）やコストダウンの検討 
（20）研究成果のまとめ 
 
2009 年度は、施工方法のマニュアルの作成

を行い、プロトタイプのテストビルディング
を通して検証、改良を行う（18）。利用率の
向上を目指してプログラムの検討を行い、コ
ストダウンを視野に入れ、システム、施工方
法、ディテールなどを総合的に再検証する
（19）。最後にこれまでの研究成果をまとめ
る（20）。 
 
 
 
４．研究成果 
 

各年度の研究成果を以下に示す。 
2007 年度は、まず既往の研究成果と事例調

査を通じた分析を行い（1）、想定する供用期
間を設定の上、構造・材料・環境・意匠・施
工・維持管理等の観点から分析、整理を行っ
た（2）。分析結果を踏まえ、問題点の抽出と
計画方針を決定し（3）、実用化を視野にいれ
た２種類の仮設シェルターの提案を行った。
２種類の具体的な形状とシステムは、「展開
システムを利用した箱型シェルター（写真
１）」、「半球型の単層ドーム形状のシェルタ
ー（写真２）」である（4）。提案したシェル
ターについて模型の製作や解析を通じて基
本的な構造性能の把握を試み（5,6）、さらに
力学的な要求性能も満足しつつ、かつ人力に
より建設が可能なディテールや施工方法の
検討を行った（7,8）。 
以上を踏まえ、実際に小規模なプロトタイ
プの試設計、試作を実施し（9）、試作モデル
の人力によるテストビルディングを通じて
施工方法やディテールなどの問題点の把握
を行った（10）。なお、2007 年度に計画した
（1)～(3）の分析と問題点の抽出に関しては、
十分に実施されたとは評価できなかったた
め、次年度も引き続き継続することにした。 
 

2008 年度は、前年度十分実施できなかっ
た（1)～(3）のテーマに加え、（11）試作を
通じて問題点の整理・分析を行い、再度改善
されたプロトタイプの 3種類の提案、試作を

行い(12)、施工方法の検証も行った（13）。3
種類の具体的な形状とシステムは、「半球型
の単層ドーム形状のシェルター」、「展開シス
テムを利用した箱型シェルター」、「木材の初
期曲げを利用したプリベンディング・シェル
ター（写真３）」である。またそれぞれ施工
方法を勘案したディテールの検証も行った。
（14）。なお、（15）～（17）の検証、把握に
関しては十分に実施されたとは評価できな
いため、2010 年度に引き続き実施することに
した。ただし、仮設としての要求機能の整理
より（16）のうち、環境実験の必要性と緊急
性が高くないと分析されたため、割愛するこ
とにした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真１ 展開システムを利用した箱型シェルター 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真２ 半球型の単層ドーム形状のシェルター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真３ 木材の初期曲げを利用した 

プリベンディング・シェルター 

 
2009 年度は、前年度十分実施できなかった

（15）～（17）のテーマに加え、（18）プロ



タイプのテストビルディングを通して施工
マニュアルの作成などを行った。また、イベ
ント空間への適用性の拡大 (19)を目指して、
仮設シェルターとしての適用性が非常に高
いシザーズ構造で用いられるケーブル材の
張力のばらつきを考慮した設計・施工手法に
ついて、キューブ型のシザーズ構造を対象に
強風時の終局耐力に関する検討を行った。ま
た検討結果より施工時の張力管理のあり方
やディテールなどの見直しに伴うコストダ
ウンの可能性も把握された。最後に、これま
での研究成果のまとめとして、開発してきた
複数の人力建設が可能な仮設シェルターに
ついて、面積、体積、部材数、収容人数、仕
事量、施工性、生産性、意匠性、安全性、等
の指標により各シェルターの性能評価を定
量的に行い、研究成果としてまとめた(20)。 
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